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表紙スケッチについて 

　画面右側がJR蒲田駅西口でその上がグランデュオになります。 

　正面の建物はドン・キホーテとヒロキ。 

　その左後ろに見える、ブルーの建物は日本工学院の新しい校舎です。 

　駅前の雑踏を見ていると、買い物客、ティッシュを配る人、サラリーマン、

OLさん、恋人同士、昼間からビールを飲んで横になる人、呑んで語り合う人、

競馬新聞読む人、案内表示を見る人、人を待つ人…様々です。 

　次号も西口付近を描こうと思います。 

法人会 

郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 

● 散歩道／㈱ヤマシタ・山下雄平 
● 蒲田税務署 
 ◆人事異動発令される 
 ◆署長着任・離任のあいさつ 
● 税務ニュース 
● 法人会コーナー   
 ◆女性部会・文化鑑賞会 
 ◆東六郷1丁目・2丁目・3丁目支部合同総会・研修会 
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……………………9 
………………10 
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……………12

 ◆青年部会・東日本大震災被災地視察研修会 
 ◆青年部会・サマースクール 
● 大田の工匠100人 
● 経営時評／疋田文明 
● Take Five／宮下裕行 
● 私のすすめる店／読者のひろば 
● デスクサイド／都税だより 

平成23年10月号 

【第433号】 

行
事
関
係
 

10月4日（火）18：30～ 
● 特別第2ブロック税務研修会 大田区産業プラザ4F 
10月5日（水）13：30～ 
● 簿記講習会② 法人会館4F 
10月6日（木）14：00～ 
● パソコン講習会① 法人会館4F 
10月7日（金）14：00～ 
● パソコン講習会② 法人会館4F 
10月7日（金）16：00～ 
● 青年部会・女性部会合同研修会 プラザ・アペア 
10月12日（水）13：30～ 
● 簿記講習会③ 法人会館4F 
10月13日（木）18：30～ 
● 特別第3ブロック税務研修会 大田区産業プラザ4F 
10月14日（金）13：30～ 
● 新設法人説明会 法人会館4F 
10月17日（月）13：30～ 
● 簿記講習会④ 法人会館4F 
10月18日（火）14：00～ 
● 第1回法人税講座 法人会館4F 
10月19日（水）13：30～ 
● 簿記講習会⑤ 法人会館4F 
 

行
事
関
係
 

会
議
関
係
 

10月19日（水）18：30～ 
● 特別第4ブロック税務研修会 大田区産業プラザ4F 
10月20日（木）18：00～ 
● 青年部会第3回イブニングセミナー 法人会館4F 
10月24日（月）13：30～ 
● 簿記講習会⑥ 法人会館4F 
10月25日（火）8：00～ 
● チャリティーゴルフ大会 佐倉カントリー倶楽部 
10月26日（水）13：30～ 
● 簿記講習会⑦ 法人会館4F 
10月27日（木）17：30～ 
● チャリティー寄席 大田区民ホール・アプリコ 
 
 
10月7日（金）14：45～ 
■ 女性部会役員会 法人会館4F 
10月18日（火）16：00～ 
■ 広報委員会 法人会館6F 
10月20日（木）16：30～ 
■ 青年部会役員会 法人会館6F 
10月21日（金）17：00～ 
■ 組織厚生委員合同会議 プラザ・アペア 



1 ●法人かまた 

表
紙
を
飾
る
挿
絵
 

　
平
成
十
年
七
月
号
か
ら
当
蒲
田
法
人

会
報
「
法
人
か
ま
た
」
の
表
紙
ス
ケ
ッ

チ
を
担
当
さ
れ
て
い
る
の
が
山
下
さ
ん
。

蒲
田
周
辺
の
ス
ポ
ッ
ト
に
題
材
を
と
り
、

淡
い
絵
の
具
と
線
画
で
独
特
の
風
景
を

描
く
作
風
は
会
報
へ
の
親
し
み
や
す
さ

を
演
出
し
て
い
る
。
 

　
も
と
も
と
絵
を
描
く
こ
と
の
好
き
な

山
下
さ
ん
、
小
学
校
低
学
年
の
頃
か
ら

手
塚
治
虫
作
品
が
大
好
き
で
、
多
く
の

作
品
か
ら
影
響
を
受
け
、
「
漫
画
家
に

な
り
た
い
」
と
憧
れ
、
中
学
・
高
校
生

の
頃
に
は
雑
誌
に
投
稿
す
る
な
ど
し
て

い
た
。
「
学
生
時
代
も
漫
画
の
た
め
に

本
を
読
み
、
映
画
を
鑑
賞
し
、
友
人
達

と
同
人
誌
を
出
す
な
ど
、
す
べ
て
漫
画

中
心
だ
っ
た
。
一
時
期
、
友
人
か
ら
私

の
尊
敬
す
る
手
塚
先
生
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
の
職
を
紹
介
さ
れ
、
仕
事
の
お
手
伝

い
を
し
ま
し
た
。
何
度
も
徹
夜
し
、
納

得
が
行
か
な
け
れ
ば
深
夜
ま
で
、
編
集

者
を
待
た
せ
て
も
描
き
直
し
を
す
る
先

生
の
迫
力
は
今
で
も
強
烈
に
脳
裏
に
残

っ
て
い
ま
す
」
。
 

 

鉄
リ
サ
イ
ク
ル
加
工
業
 

　
昭
和
四
十
九
年
、
大
学
を
卒
業
と
同

時
に
、
北
糀
谷
の
呑
川
沿
い
に
あ
る
父

の
経
営
す
る
会
社
に
入
社
。
事
業
内
容

は
鉄
、
非
鉄
金
属
等
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

加
工
処
理
業
。
昭
和
二
十
九
年
に
、
父

の
俊
介
氏
が
個
人
商
店
と
し
て
創
設
し

た
会
社
。
「
最
初
は
現
場
仕
事
で
、
町

工
場
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
汗
と
油
に
ま
み

れ
引
き
取
る
重
労
働
だ
が
、
楽
し
い
毎

日
だ
っ
た
。
こ
の
地
区
は
大
手
の
鉄
鋼

会
社
を
は
じ
め
、
鉄
を
扱
う

会
社
が
多
く
、
先
代
の
努
力

で
直
納
窓
口
を
開
設
し
ま
し

た
。
 

　
産
業
規
模
の
拡
大
に
伴

い
、
お
得
意
様
の
地
方
へ
の

工
場
移
転
等
が
増
大
し
、
当

社
も
衛
星
ヤ
ー
ド
を
考
え
、

厚
木
を
は
じ
め
、
白
河
、
寄

居
と
次
々
に
工
場
を
建
設
し
、
業
容
を

拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
私
共
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
加
工
処
理
業
は

い
わ
ゆ
る
金
属
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
と

し
て
重
要
度
は
増
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

納
品
先
は
主
と
し
て
電
炉
メ
ー
カ
ー
で

す
。
ま
た
、
業
界
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
船

で
韓
国
を
は
じ
め
東
南
ア
ジ
ア
へ
共
同

輸
出
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
現

在
の
円
高
や
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
の
変

動
で
利
益
の
獲
得
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
国
内
の

豊
富
な
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
資
源
の
重
要
性

は
増
す
が
、
電
炉
メ
ー
カ
ー
の
再
編
や
、

海
外
か
ら
も
競
争
相
手
が
進
出
し
て
く

る
で
し
ょ
う
」
。
 

　
三
年
ほ
ど
現
場
仕
事
を
経
験
の
後
、

事
務
職
も
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
商
社
、

銀
行
等
に
顔
を
出
す
機
会
が
多
く
な
っ

た
。
 

　
平
成
三
年
、
四
十
一
歳
で
社
長
就
任
。

「
初
め
て
、
小
切
手
に
代
表
者
印
を
捺

印
し
た
と
き
の
緊
張
感
は
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
」
。
 

 

社
是
・
座
右
の
銘
 

　
社
是
は
先
代
の
言
葉
と
し
て
「
堅
実

に
、
二
足
の
草
鞋
を
履
く
な
」
。
先
代

は
本
業
一
本
、
石
橋
を
叩
い
て
渡
る
ほ

ど
の
堅
実
経
営
者
で
す
。
私
は
論
語
の

“仁
儀
礼
智
信
”
の
五
文
字
を
座
右
の

銘
と
し
、
仕
事
に
対
す
る
基
本
も
「
素

直
さ
」
と
「
自
然
体
」
で
す
べ
て
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
五
十
名
程
の
会
社
規

模
で
す
が
社
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
働

い
て
い
ま
す
」
。
 

　
趣
味
を
伺
う
と
読
書
（
乱
読
）
、
映

画
鑑
賞
月
二
〜
三
回
映
画
館
へ
「
黒
澤

監
督
の
映
画
は
、
椿
三
十
郎
、
羅
生
門
、

七
人
の
侍
等
全
作
品
観
て
い
ま
す
」
。
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
北
糀
谷
町
会
青
少

年
部
長
（
連
合
運
動
会
や
地
域
の
餅
つ

き
大
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
）
、
蒲
田
防
犯

協
会
副
会
長
。
 

　
山
下
さ
ん
の
健
康
管
理
は
万
歩
計
で

一
日
一
万
歩
を
目
標
に
歩
く
こ
と
。
お

酒
は
ビ
ー
ル
一
本
程
度
（
休
肝
日
な

し
）
。
 

　
最
近
読
ま
れ
た
本
と
し
て
「
“下
町

ロ
ケ
ッ
ト
”
。
直
木
賞
を
受
賞
し
た
池

井
戸
潤
の
作
品
で
、
町
工
場
が
取
得
し

た
最
先
端
特
許
を
め
ぐ
る
戦
い
で
、
中

小
企
業
の
人
々
に
夢
を
与
え
る
作
品
。

面
白
い
で
す
」
。
 

 

家
族
構
成
 

　
血
液
型
は
O
型
。
銀
行
で
奥
様
と
知

り
合
い
結
婚
、
子
供
二
人
、
孫
二
人
。

六
十
一
歳
。
娘
が
連
れ
て
く
る
二
人
の

孫
と
遊
び
、
次
男
の
結
婚
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
 

 

代
表
取
締
役
 

山
下
雄
平
氏
 

㈱
ヤ
マ
シ
タ
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蒲田税務署  人事異動発令される 

氏 名  役 　 職  前 任 地  

〔敬称略〕 

異動等された方々 

新たに着任された方々 

異動等された方々 

新たに着任された方々 

氏 名  役 　 職  新 任 地 等  

清 宮 　 義 男 

中山　二三男 

福 田 　 直 

倉 川 　 文 秀 

柴 田 　 博 壽 

平 澤 　 章 登 

宮 崎 　 和 浩 

水 　 綾 子 

西 村 有 史 

署　長 

副署長（管理運営・法人担当） 

副署長（総務担当） 

特別国税調査官（法人調査担当）特別調査官 

法人課税第5部門　統括調査官 

審理専門官（法人課税事務担当）審理専門官 

法人課税第1部門　連絡調整官 

総務課　課長補佐 

法人課税第1部門　上席調査官（審理担当） 

船橋税務署　署長 

芝税務署　特別国税調査官（法人調査担当）特別調査官 

大阪国税局　徴収部　特別国税徴収官 

退　職 

退　職 

東京国税局　総務部　税務相談室　相談官 

新宿税務署　法人課税第2部門　統括調査官 

横浜南税務署　総務課　課長補佐 

川崎北税務署　法人課税第1部門　上席調査官 

井 野 　 剛 

小 松 　 孝 

後 藤 　 一 徳 

澁 谷 　 満 

山 内 　 武 彦 

水 野 　 清 孝 

橋 口 　 正 

野中　利惠子 

伊 藤 　 隆 基 

谷 口 　 武 司 

平 野 　 孝 浩 

水 貝 　 正 二 

坂 井 　 勝 己 

坂 根 　 尚 実 

高 槻 　 靖 子 

山之口　敬子 

金須　まり子 

緑川　祐紀子 

署　長 

副署長（管理運営・法人担当） 

副署長（総務担当） 

特別国税調査官（法人調査担当）特別調査官 

総務課　課長 

特別国税調査官（法人調査担当）特別調査官 

法人課税第1部門　統括調査官 

法人課税第2部門　統括調査官 

法人課税第3部門　統括調査官 

法人課税第4部門　統括調査官 

法人課税第5部門　統括調査官 

法人課税第6部門　統括調査官 

審理専門官（法人課税事務担当）審理専門官 

法人課税第１部門　連絡調整官 

総務課　課長補佐 

法人課税第1部門　上席調査官（審理担当） 

法人課税第1部門　上席調査官（消費税･印紙税等担当） 

法人課税第2部門　上席調査官（源泉審理担当） 

東京国税局　調査第四部　調査第55部門　統括調査官 

神田税務署　副署長 

熊本国税局　課税部　個人課税課　課長補佐 

留　任 

留　任 

日本橋税務署　特別国税調査官（法人調査担当）特別調査官 

留　任 

留　任 

留　任 

留　任 

芝税務署　法人課税第14部門　上席調査官 

留　任 

麹町税務署　法人課税第1部門　連絡調整官 

横浜南税務署　法人課税第3部門　上席調査官 

品川税務署　法人課税第1部門　上席調査官 

東京国税局　調査第四部　調査第42部門　調査官 

留　任 

留　任 
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秋
冷
の
候
、
社
団
法
人
蒲
田
法
人
会

の
皆
様
方
に
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
方
に
対
し
ま

し
て
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
 

　
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
東
京

国
税
局
調
査
第
四
部
か
ら
転
任
し
て
ま

い
り
ま
し
た
井
野
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前

任
の
清
宮
署
長
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
渡
　
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
並
び
に

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
税
務

行
政
全
般
に
わ
た
り
ま
し
て
、
深
い
ご

理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
蒲
田
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

昭
和
二
十
四
年
の
創
立
か
ら
六
十
二
年

に
わ
た
る
歴
史
と
伝
統
を
重
ね
て
こ
ら

れ
、
今
日
ま
で
各
種
研
修
会
・
講
演
会

等
の
開
催
、
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
租

税
教
室
の
推
進
等
を
通
じ
ま
し
て
、
地

域
社
会
に
密
着
し
た
幅
広
い
事
業
活
動

を
展
開
さ
れ
、
正
し
い
税
知
識
の
普
及

と
納
税
道
義
の
高
揚
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
と
伺
っ
て
お
り
、
大
変
心
強
く
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

方
の
献
身
的
な
ご
尽
力
に
対
し
ま
し
て

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
改
め

ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
現
在
、
公
益
認
定
の
取
得
を

目
指
し
て
、
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。
法
人
会
の
皆
様
方
の

活
動
は
、
高
い
公
益
性
を
有
す
る
も
の

で
あ
り
、
公
益
認
定
を
取
得
さ
れ
る
こ

と
は
、
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

た
い
へ
ん
心
強
い
限
り
で
す
。
 

　
さ
て
、
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
、
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
I
T
化
な
ど
に
よ
り

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
私
ど
も
は
「
適
正
・
公

平
な
課
税
の
実
現
」
「
信
頼
さ
れ
る
税

務
行
政
の
確
立
」
「
納
税
者
サ
ー
ビ
ス

の
一
層
の
向
上
」
に
向
け
ま
し
て
、
努

力
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
 

　
特
に
e
‐
T
a
x
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
層
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
こ
れ

ま
で
も
そ
の
普
及
に
あ
た
り
ま
し
て
多

大
な
る
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
社
団
法
人
蒲

田
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員

の
皆
様
方
及
び
ご
家
族
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
、
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

蒲田税務署　署長 

井野　剛 

着
任
の
あ
い
さ
つ
 

　
仲
秋
の
候
、
社
団
法
人
蒲
田
法
人
会

の
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に
は
、

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
 

　
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
船
橋

税
務
署
長
に
配
置
換
え
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
一
昨
年
の
七
月
に
着
任
し
て
か
ら
、

わ
ず
か
二
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
渡
　
会
長
を
始
め

役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
税

務
行
政
全
般
に
わ
た
り
ま
し
て
、
温
か

い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
二
年
間
、
各
種
の
会
合
や
研
修

会
な
ど
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
た

い
へ
ん
多
く
の
会
員
の
皆
様
方
と
直
接

お
会
い
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を

お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
私
に
と
り
ま
し
て
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
蒲
田
法
人
会
が
創
立
六
十
周

年
と
い
う
節
目
の
年
に
皆
様
と
御
一
緒

で
き
た
こ
と
も
、
大
変
印
象
深
い
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
今
後
と
も
、
税
務
行
政
に
対
す
る
良

き
理
解
者
と
し
ま
し
て
、
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
厳
し
い
経
済
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
魅
力
あ
る
活
動
を
継
続
さ
れ
、

良
き
経
営
者
の
団
体
と
し
て
更
な
る
発

展
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
皆
様
方
の
ご
厚
情
に
対
し
ま
し
て
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

社
団
法
人
蒲
田
法
人
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
事

業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
私
の
お
別
れ
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
 

前蒲田税務署　署長 

清宮　義男 

離
任
の
あ
い
さ
つ
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◆　お車でのご来場はご遠慮ください。  
◆　年末調整に必要な諸用紙は、説明会場で配布いたします。 
　なお、説明会当日の混雑の緩和のため、給与支給人員100人以上の方につきましては、国税
関係用紙を11月1日（火）午前10時～午後3時の間に、蒲田税務署において配布いたします。（税
務署から送付される「出席票兼関係用紙請求書」に、あらかじめ請求枚数等をご記入の上、ご
持参願います。）  
◆　年末調整に必要な諸用紙（扶養控除等（異動）申告書など）は、国税庁ホームページ
(http://www.nta.go.jp) の「申請・届出様式」からも入手することができます。 

年末調整等説明会の開催のお知らせ 
　本年も年末調整の時期となりました。税務署及び区役所では、年末調整のしかた並びに法定調書・

給与支払報告書の作成と提出方法などの事務手続きを円滑に行っていただくため、下記の日程に

て説明会を開催いたします。 

　なお、説明会では「年末調整のしかた」などを用いて説明いたしますので、関係書類等をご持

参の上、ご来場願います。 

対 象 地 域 
（※） 

説明会会場 

開 催 時 間 

開催日 

下丸子　多摩川　矢　口　 

東矢口　新蒲田　西蒲田　 

西六郷 

大田区民センター 

　　　新蒲田1－18－23

蒲　田　　東蒲田　　蒲田本町　 

南蒲田　　東糀谷　　西糀谷　 

北糀谷　　萩　中　　羽　田　 

羽田旭町　羽田空港　本羽田 

東六郷　　仲六郷　　南六郷 

大田区民ホール・アプリコ 

　　　蒲田5－37－3

● 用紙配布 

　　　午後1時00分～1時45分 

● 説 明 会  

　　　午後1時45分～4時30分 

● 用紙配布 

　　　午後1時00分～1時45分 

● 説 明 会  

　　　午後1時45分～4時30分 

11月17日（木） 11月7日（月） 

※　対象地域の説明会に出席できない場合には、他の地域の説明会に出席されても差し支えありません。 

年末調整等説明会の開催のお知らせ 
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女性部会 

文
化
 

鑑
賞
会
 

　
例
年
に
な
い
早
い
梅
雨
明
け
と
同

時
に
猛
暑
到
来
と
な
っ
た
七
月
三
日

（
日
）
、
毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
文
化
鑑
賞
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
今
回
は
、
帝
国
劇
場
一
〇
〇
周
年

を
記
念
し
て
、
半
世
紀
前
に
当
劇
場

で
世
界
初
演
の
幕
を
開
け
た
舞
台
「
風

と
共
に
去
り
ぬ
」
が
復
活
上
演
さ
れ
、

団
体
客
で
賑
わ
う
丸
の
内
の
会
場
に

四
十
三
名
の
部
会
員
の
皆
様
に
現
地

集
合
し
て
い
た
だ
き
観
劇
い
た
し
ま

し
た
。
 

　
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
原

作
、
ビ
ビ
ア
ン
・
リ
ー
主
演
、
一
九

三
九
年
の
同
名
映
画
で
知
ら
れ
る
不

朽
の
名
作
で
、
現
在
の
劇
場
が
新
装

開
場
し
た
一
九
六
六
年
に
菊
田
一
夫

の
脚
本
・
演
出
で
初
演
し
た
名
舞
台

を
、
作
り
直
し
た
作
品
で
す
。
 

　
公
演
は
二
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、

十
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
南
部
ジ
ョ
ー

ジ
ア
州
で
、
南
北
戦
争
に
翻
弄
さ
れ

な
が
ら
情
熱
的
に
生
き
た
ヒ
ロ
イ
ン

の
波
乱
の
半
生
の
物
語
で
す
。
前
半

は
裕
福
な
農
園
主
の
娘
と
し
て
育
ち

な
が
ら
も
、
愛
し
た
上
流
階
級
の
男

は
親
友
と
結
婚
し
、
当
て
つ
け
で
結

婚
し
た
夫
は
戦
場
で
病
死
す
る
。
そ

し
て
運
命
の
男
バ
ト
ラ
ー
に
出
会
う

が
、
忍
び
寄
る
戦
火
は
二
人
の
ロ
マ

ン
ス
を
許
さ
な
か
っ
た
。
戦
地
か
ら

命
か
ら
が
ら
逃
れ
た
も
の
の
、
廃
虚

と
化
し
た
故
郷
の
大
農
場
タ
ラ
の
地

で
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
の
絶
叫
で
一
幕
は

終
わ
る
。
や
が
て
、
ど
ん
底
ま
で
落

胆
し
た
彼
女
は
、
絶
望
の
淵
か
ら
新

し
い
決
意
を
固
め
、
農
場
再
建
に
一

人
立
ち
上
が
る
。
 

　
後
半
は
、
妹
の
許
嫁
で
財
を
築
い

た
彼
を
略
奪
し
、
二
度
目
の
結
婚
を

果
た
す
が
再
び
未
亡
人
と
な
っ
て
し

ま
う
。
 

　
そ
ん
な
彼
女
を
慰
め
た

バ
ト
ラ
ー
と
三
度
目
の
結

婚
を
す
る
。
し
か
し
お
互

い
の
心
は
す
れ
違
い
愛
娘

を
事
故
で
失
っ
た
こ
と
で
、
二
人
の

間
に
は
決
定
的
な
亀
裂
が
入
っ
て
し

ま
う
。
全
て
を
失
っ
た
ス
カ
ー
レ
ッ

ト
を
故
郷
タ
ラ
だ
け
は
、
そ
の
雄
大

な
土
地
と
風
で
彼
女
を
優
し
く
包
み

込
ん
で
く
れ
る
。
 

　
生
き
る
た
め
に
男
顔
負
け
の
精
神

力
で
ガ
ム
シ
ャ
ラ
に
ま
っ
す
ぐ
に
進

む
の
に
恋
に
な
る
と
足
踏
み
を
す
る
、

芯
の
強
さ
と
美
し
さ
を
合
わ
せ
持
っ

た
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
。
主
役
の
米
倉
涼

子
は
、
深
紅
の
ド
レ
ス
が
よ
く
似
合

い
、
長
い
手
足
の
容
姿
で
小

気
味
よ
く
動
き
、
バ
ト
ラ
ー

役
の
寺
脇
康
文
も
包
容
力
溢

れ
る
演
技
で
、
長
い
年
月
の

壮
大
な
物
語
が
テ
ン
ポ
よ
く

進
み
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
 

　
舞
台
は
、
奥
行
き
を
フ
ル

に
使
っ
た
傾
斜
台
上
に
赤
土

の
大
地
が
広
が
り
、
巨
木
が

そ
び
え
立
つ
、
ス
カ
ー
レ
ッ

ト
の
熱
い
血
と
強
さ
を
印
象

付
け
る
デ
ザ
イ
ン
で
し
た
。
 

　
激
動
の
時
代
、
逆
境
に
目

を
背
け
ず
立
ち
向
か
い
、
愛

を
求
め
麗
し
く
咲
い
た
女
性

の
物
語
は
、
東
日
本
大
震
災
で
大
き

な
傷
を
負
っ
た
方
々
と
重
な
り
、
心

を
打
た
れ
ま
し
た
。
演
劇
を
通
じ
て

人
間
は
全
て
を
失
く
し
て
も
一
粒
の

希
望
を
見
つ
け
、
前
に
進
め
る
力
が

あ
る
と
い
う
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

強
い
パ
ワ
ー
が
伝
わ
り
、
深
い
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
終
演
後
は
、
鳴
り

や
ま
な
い
拍
手
の
渦
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
帝
国
劇
場
一
〇
〇
周
年
の
今
年
は
、

く
し
く
も
南
北
戦
争
開
戦
か
ら
一
五

〇
周
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
 

　
し
ば
し
、
外
界
の
暑
さ
も
忘
れ
、

ご
参
加
い
た
だ
い
た
部
会
員
の
皆
様

と
と
も
に
感
動
冷
め
や
ら
ぬ
な
か
、

現
地
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
 

〈
幹
事
　
櫻
井
裕
子
　
記
〉
 

【日　　時】8月26日（金） 
【会　　場】東六郷２丁目会館 
【研修内容】「税務調査あれこれ」 
【講　　師】蒲田税務署  法人課税第１部門  山之口上席調査官 

当日は大雨にもかかわらず、６５名の出席者が 
興味深いテーマに熱心に聴き入った。 
当日は大雨にもかかわらず、６５名の出席者が 
興味深いテーマに熱心に聴き入った。 

東六郷1丁目・2丁目・3丁目支部合同総会・研修会 東六郷1丁目・2丁目・3丁目支部合同総会・研修会 

帝国劇場HPより 
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マザー牧場入口で記念撮影 

シープシヨーで子羊にミルクを 

ブルーベリー狩り 

　
七
月
九
日
（
土
）・
十
日
（
日
）、

一
泊
二
日
で
仙
台
を
中
心
に
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
を
視
察
す
る
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
七
月
九
日
（
土
）
は
快
晴
の
も
と
、

七
時
三
十
分
J
R
蒲
田
駅
前
に
集
合
、

バ
ス
で
一
路
仙
台
へ
。
ま
ず
は
、
宮

城
県
石
巻
の
被
災
地
を
訪
れ
、
津
波

で
流
さ
れ
た
家
屋
の
跡
や
大
量
の
瓦

礫
、
陸
地
へ
流
さ
れ
た
船
な
ど
を
目

の
当
た
り
に
し
、
心
が
い
た
み
ま
し

た
。
 

　
そ
の
後
、
松
島
に
て
、
瑞
巌
寺
を

拝
観
し
ま
し
た
が
、
松
島
に
は
ご
存

知
の
通
り
多
数
の
島
が
あ
り
、
そ
の

島
々
の
お
か
げ
で
津
波
の
被
害
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
由
。
 

　
翌
日
、
十
日
（
日
）
も
快
晴
に
て
、

九
時
出
発
で
バ
ス
に
て

仙
台
空
港
へ
。
震
災
時

は
津
波
の
影
響
で
滑
走

路
が
水
浸
し
に
な
る
と

い
う
大
変
な
被
害
を
被

っ
た
仙
台
空
港
。
視
察
し
た
時
点
で

は
仮
復
旧
で
運
航
は
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
鉄
道
が
不
通
の
た
め
、
空
港

ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
悪
く
、
非
常
に

不
便
に
思
わ
れ

ま
し
た
。
ま

た
、
空
港
で
の

視
察
中
に
震
度

5
強
の
地
震
が

お
き
、
津
波
警

報
も
発
動
さ
れ

る
と
い
う
事
態

に
遭
遇
し
、
震

災
は
ま
だ
終
わ

っ
て
い
な
い
こ

と
を
実
感
し
ま

し
た
。
 

　
そ
の
後
、
被
災
地
の
海
岸
線
を
視

察
し
な
が
ら
午
後
六
時
に
蒲
田
へ
到

着
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
視
察
で
は
、
た
く

さ
ん
の
被
災
地
の
方
か
ら
お

話
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
口

を
揃
え
て
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
の
は
『
被
災
地
へ
お
越
し

い
た
だ
き
被
災
地
を
元
気
に

し
て
ほ
し
い
』
で
す
。
 

　
被
災
地
の
方
々
は
ひ
た
む

き
に
皆
で
協
力
し
あ
い
、
一

生
懸
命
生
活
を
送
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
そ
ん
な
方
々
の
た

め
に
こ
れ
か
ら
何
が
で
き
る

か
を
考
え
る
有
意
義
な
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。
 

〈
幹
事
　
平
塚
隆
志
　
記
〉
 

3.11を境に廃屋と化した仙石線・野蒜（のびる）駅 

陸地に乗り上げた大型船舶。非現実的光景があちこちに展開 

いたるところに瓦礫の山が 

3.11を境に廃屋と化した仙石線・野蒜（のびる）駅 

陸地に乗り上げた大型船舶。非現実的光景があちこちに展開 

いたるところに瓦礫の山が 

仙台空港 

野蒜駅 

松島 

仙台塩釜港 

石巻港 

瑞巌寺 東
北
自
動
車
道 

東
北
新
幹
線 

仙台 

石巻 

女川 

岩沼 

仙石
線 

青
年
部
会
・
東
日
本
大
震
災
被
災
地
視
察
研
修
会
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今
年
よ
り
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、
家
族
で
勉
強

や
体
験
が
で
き
る
も
の
に
し
、
一
般

の
方
も
参
加
で
き
る
ス
タ
イ
ル
で
八

月
二
十
日
（
土
）
に
第
一
回
目
を
開

催
し
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
「
税
金
の
勉
強
と
自
然
や

動
物
と
触
れ
あ
お
う
」
を
テ
ー
マ
に

マ
ザ
ー
牧
場
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

心
配
し
て
い
た
猛

暑
も
、
前
日
に
大

雨
が
降
り
、
最
高

気
温
が
二
十
二
度

迄
下
が
り
、
当
日

は
涼
し
く
過
ご
し

や
す
い
陽
気
と
な

り
ま
し
た
。
 

　
朝
九
時
、
蒲

田
・
大
鳥
居
と
二

箇
所
で
乗
車
し
、

総
勢
四
十
五
名
で

マ
ザ
ー
牧
場
へ
。

私
の
簡
単
な
挨
拶

の
後
、
早
速
税
の

勉
強
開
始
。
 

　
ま
ず
、
租
税
教

室
で
お
馴
染
み

「
マ
リ
ン
と
ヤ
マ

ト
の
不
思
議
な
日

曜
日
」
の
D
V
D

を
上
映
い
た
し
ま

し
た
。
子
供
達
は
勿
論
で
す
が
、
ご

家
族
の
方
に
も
改
め
て
税
金
の
使
い

途
を
考
え
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま

す
。
続
い
て
税
金
○
×
ク
イ
ズ
で
す
。

出
題
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
配
付
は
酒
匂
幹

事
と
平
塚
幹
事
に
お
手
伝
い
頂
き
ま

し
た
。
「
昔
、
カ
エ
ル
税
と
い
う
税

金
が
あ
っ
た
」
「
税
金
の
種
類
は
約

十
種
類
で
あ
る
」
等
の
ク
イ
ズ
に
子

供
達
は
親
に
訊
い
た
り
、
勘
を
頼
り

に
答
え
て
お
り
ま
し
た
。
優
秀
解
答

の
子
か
ら
お
菓
子
が
選
べ
て
、
車
内

も
一
気
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
モ
ー
ド
で
す
。
 

　
予
定
通
り
に
マ
ザ
ー
牧
場
に
到
着

し
、
ラ
ン
チ
ま
で
は
自
由
時
間
。
皆

さ
ん
広
い
牧
場
を
満
喫
し
て
い
た
よ

う
で
、
子
豚
レ
ー
ス
で
は
三
レ
ー
ス

の
う
ち
二
レ
ー
ス
で
当
会
の
キ
ッ
ズ

が
一
位
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
 

　
ラ
ン
チ
は
マ
ザ
ー
牧
場
名
物
の
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
。
 

　
後
半
も
、
羊
や
ア
ヒ
ル
の
行
進
や

牛
の
乳
搾
り
、
シ
ー
プ
シ
ョ
ー
、
水

遊
び
…
様
々
な
も
の
を
皆
さ
ん
体
験

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
最
後
は
全
員
揃
っ
て
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
狩
で
す
。
種
類
の
異
な
る
も
の
を

味
見
し
つ
つ
、
皆
さ
ん
パ
ッ
ク
い
っ

ぱ
い
に
採
っ
て
お
り
ま
し
た
。
 

　
今
回
初
め
て
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

で
し
た
が
、
家
族
み
ん
な
で
勉
強
し

た
り
動
物
と
触
れ
あ
っ
た
り
、
一
つ

の
テ
ー
ブ
ル
で
賑
や
か
に
食
事
を
し

た
り
と
、
と
て
も
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
こ
と
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
の
ス
ク
ー
ル
が
家
族
の
絆
を
深

め
、
子
供
達
の
健
や
か
な
成
長
の
一

助
に
な
り
ま
し
た
ら
部
会
と
し
て
も

本
望
で
す
。
 

〈
部
会
長
　
小
田
川
幸
生
　
記
〉
 

青年部会・サマースクール 

マザー牧場入口で記念撮影 マザー牧場入口で記念撮影 

シープシヨーで子羊にミルクを 

ブルーベリー狩り 

シープシヨーで子羊にミルクを 

ブルーベリー狩り 

3.11を境に廃屋と化した仙石線・野蒜（のびる）駅 

陸地に乗り上げた大型船舶。非現実的光景があちこちに展開 

いたるところに瓦礫の山が 

マザー牧場入口で記念撮影 
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〒144－0044　大田区本羽田2－12－1－309　TEL：03－6423－6922　FAX：03－6423－6922株式会社ツトム製作所 

　大田のモノづくりは、中小企業に従事する優秀な技能

者によって支えられています。本制度は従業員数3人以下

の企業で活躍している腕利きの職人の方に焦点をあて、「大

田区モノづくり優秀技能者（大田の工匠100人）」として、

5年間で100人の方を表彰することにより、その技能の継承

及び後継者の育成に資することを目的としています。 

【対象者】 
　区内製造業のうち、従業員数が3人以下の企業に従事する者で、
次の各号のいずれにも該当する方 
（1）現在、区が定める製造業でモノづくりの業務に従事している者 
（2）モノづくりにおいて、特に優れた技能を有し、他の技能者の模

範となる者 
（3）過去にこの表彰を受けていない者 
（4）表彰予定者数各年度ごとに概ね20人 
 
　平成22年度において当会会員7名の方が表彰されましたので、
3回にわたりご紹介いたします。 

精密金型製作に従事し、材料ロス少なく金型を設計、製作する。他社にできない精密金型の加工に加え、金型内で金属部品と樹脂を一体化
するインサート成形においても特殊な製造を手がけるなど、これまでのノウハウを駆使し応用範囲が広い。近年ではライン型のLEDランプ
の発明を行うなど、研究開発にも余念がなく、常に探究心をもって新しい技術を生み出している。 
●受賞コメント：これまで金型加工に専念し、さらに新しい技術活動に取り組んだことが賞にもつながったと思います。どんな提案でも解決する努力を惜しみません。 

〒144－0044　大田区本羽田2－12－1ー204　TEL：03－5735－1855　FAX：03－5735－1856有限会社シード精工 

半導体製造装置部品から量産品まで、マシニングセンターや汎用フライス盤、独自の治具と豊富な知識で対応する。複雑な形状の部品でも
加工方法の検討に十分な時間を割き、データを積み上げて最適な条件で加工することで、顧客からの高い信頼を得ている。 
量産物加工や高い精度の要望に対して自身の様々な経験を駆使し、適切に対応する。 
●受賞コメント：経験ゼロから切削加工を始めて20年、大田区で出会った大先輩や仲間のおかげで受賞できました。これからも、皆様に喜ばれるものづくりを目指します。 

〒144－0034　大田区西糀谷1－4－10　TEL：03－3742－0835　FAX：03－3742－9706有限会社松木製作所 

金
属
加
工
　
【
経
験
年
数
50
年
】
 

松
木
興
一
郎
 

切
削
加
工
　
【
経
験
年
数
20
年
】
 

片
山
　
幸
博
 

精
密
金
型
の
設
計
・
製
造
【
経
験
年
数
45
年
】
 

塚
田
　
勉
 

NCフライス、マシニングセンター、研磨機により、迅速・丁寧に数ミクロンの精度での加工を行う。 
特に、そりが出やすい薄物の研磨では、独自の精度を出す技術で短納期対応をし、その技術力を発揮している。常に一つ上の段階を目指し
ながら、細心の注意を払って仕事に取り組み、顧客からの信頼度も高い。 
●受賞コメント：この度大田の工匠100人に選ばれて大変感謝しております。今後も日々努力をして技術向上を心掛けます。 

「大田の工匠100人」パンフレットより抜粋 

22年度 

当日は大雨にもかかわらず、６５名の出席者が 
興味深いテーマに熱心に聴き入った。 
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経営ジャーナリスト 

疋田 文明 

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
の
横
編
み

機
で
世
界
シ
ェ
ア
六
十
％
超
を
持

つ
島
精
機
製
作
所
に
つ
い
て
は
、

本
連
載
で
何
回
か
紹
介
し
て
き
た
。

筆
者
は
、
同
社
の
島
正
博
社
長
の

経
営
に
興
味
を
持
ち
、
何
度
か
お

目
に
か
か
る
機
会
を
え
て
き
た
が
、

会
う
た
び
に
新
し
い
話
が
飛
び
出
し

て
き
て
、
感
心
す
る
ば
か
り
だ
。
 

　
今
回
か
ら
、
何
回
か
に
わ
た
っ
て
、

島
社
長
の
経
営
を
整
理
し
て
紹
介
し

た
い
。
 

　
昭
和
三
十
七
年
二
月
に
、
島
精
機

製
作
所
は
誕
生
し
た
の
だ
が
、
島
社

長
が
創
業
に
際
し
て
決
意
し
た
こ
と

は
、
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
取
り
組

み
だ
っ
た
。
 

　
「
精
密
機
械
を
製
作
す
る
と
し
た

わ
け
で
す
か
ら
、
単
純
な
加
工
で
は

だ
め
で
、
創
作
し
て
造
り
こ
む
、
ど

こ
に
も
な
い
も
の
を
造
る
こ
と
を
目

標
と
し
ま
し
た
。
創
業
以
来
、
い
ま

だ
に
他
社
が
造
っ
た
も
の
を
造
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
『
世

界
初
』
で
造
っ
て
、
間
も
な
く
半
世

紀
に
な
り
ま
す
。
『
世
界
初
』
の
機

械
を
造
っ
て
、
お
客
さ
ん
に
儲
け
て

も
ら
う
よ
う
に
し
た
ら
、
勝
手
に
仕

事
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
よ
」
 

　
島
精
機
の
創
業
時
の
主
力
商
品
は
、

手
袋
の
編
み
機
だ
っ
た
。
ま
ず
、
半

自
動
の
手
袋
編
み
機
を
開
発
し
、
次

に
全
自
動
の
編
み
機
を
、
そ
の
後
は
、

ニ
ッ
ト
の
横
編
み
機
を
手
掛
け
る
よ

う
に
な
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
の

横
編
み
機
、
縫
製
工
程
の
な
い
編
み

機
へ
と
進
化
さ
せ
て
き
た
が
、
そ
の

す
べ
て
が
、
「
世
界
初
」
の
も
の
だ

っ
た
、
と
い
う
の
だ
か
ら
素
晴
ら
し

い
。
 

  　
世
の
中
に
ア
イ
デ
ア
マ
ン
は
数
多

く
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
ア
イ
デ
ア

を
具
現
化
で
き
ず
に
い
る
ケ
ー
ス
が

圧
倒
的
に
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
島
社

長
は
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
次
々
と

商
品
に
結
び
付
け
て
い
く
。
何
が
そ

れ
を
可
能
に
し
て
い
る
の
か
と
、
島

社
長
に
聞
く
と
意
外
な
答
え
が
返
っ

て
き
た
。
 

　
「
気
力
で
い
く
と
、
負
け
る
喧
嘩

も
勝
つ
の
と
一
緒
で
、
や
る
ぞ
！
と

い
う
気
力
が
あ
れ
ば
、
十
分
で
き
ま

す
。
中
小
企
業
だ
っ
て
、
や
る
気
を

持
っ
て
、
一
生
懸
命
情
熱
を
燃
や
せ

ば
、
大
企
業
に
は
で
き
な
い
も
の
が

出
来
て
く
る
の
で
す
。
『
は
や
ぶ
さ
』

の
場
合
で
も
、
や
る
気
が
あ
っ
た
か

ら
回
収
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

川
口
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
、

『
技
術
よ
り
根
性
』
だ
と
、
い
っ
て

い
る
で
は
な
い
で
す
か
」
 

　
そ
ん
な
思
い
を
持
つ
だ
け
に
、
島

社
長
は
、
従
業
員
に
も
求
め
る
の
も
、

な
に
よ
り
や
る
気
だ
。
島
社
長
が
一

番
嫌
う
の
は
、
や
ろ
う
と
も
し
な
い

で
、
「
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
う
従
業

員
だ
。
「
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、

や
る
気
の
な
い
証
拠
だ
」
と
ま
で
い

う
。
 

　
創
業
の
頃
の
島
社
長
は
、
辞
書
の

『
不
可
能
』
が
書
か
れ
た
ペ
ー
ジ
を

ち
ぎ
り
、
「
う
ち
に
不
可
能
は
な
い
」

と
い
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
そ
の

思
い
は
尋
常
で
は
な
い
。
 

  　
た
だ
、
島
社
長
は
、
経
営
者
だ
け

に
、
自
ら
情
熱
を
燃
や
し
、
気
力
で

仕
事
を
こ
な
せ
る
だ
ろ
う
が
、
従
業

員
の
場
合
は
、
そ
う
は
い
か
な
い
。

島
社
長
は
、
従
業
員
の
や
る
気
を

引
き
出
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

　
ひ
と
つ
は
従
業
員
と
の
接
し
方

だ
。
 
 

　
「
島
は
、
一
日
一
回
は
必
ず
工

場
を
見
て
ま
わ
り
ま
す
。
そ
こ
で
社

員
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
テ
ー

マ
を
与
え
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
を
与

え
ら
れ
た
社
員
は
、
必
死
に
な
っ
て

解
決
策
を
考
え
て
島
に
直
接
現
場
で

報
告
し
ま
す
。
島
は
抱
き
つ
い
て
、

体
中
で
喜
び
を
表
し
て
評
価
し
て
い

ま
す
よ
」
 

　
こ
れ
は
、
同
社
の
専
務
取
締
役
田

中
雅
夫
さ
ん
の
言
葉
だ
が
、
こ
う
し

た
態
度
が
、
従
業
員
の
や
る
気
を
引

き
出
す
と
考
え
た
い
。
 

　
い
ま
ひ
と
つ
は
、
や
る
気
に
な
る

だ
け
の
報
酬
だ
。
 

　
「
み
ん
な
の
や
ろ
う
と
い
う
意
欲

が
一
番
大
切
で
す
ね
。
そ
の
意
欲
を

引
き
出
す
た
め
に
は
、
働
き
に
見
合

っ
た
褒
賞
金
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

や
る
気
に
な
れ
ば
、
人
間
の
能
力
は

上
が
る
も
の
な
の
で
す
。
品
質
を
よ

く
し
て
、
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
機
械
を
つ
く
れ
ば
、
必
ず
リ
ピ
ー

ト
が
出
て
き
て
会
社
に
は
プ
ラ
ス
に

な
り
ま
す
。
み
ん
な
で
努
力
す
れ
ば
、

そ
れ
が
利
益
と
し
て
出
て
く
る
の
だ

か
ら
、
そ
れ
を
従
業
員
に
配
当
す
る

と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
す
」
 

　
島
精
機
製
作
所
は
、
上
場
前
に
は
、

税
引
き
前
利
益
の
二
十
％
を
、
上
場

後
は
税
引
き
後
利
益
の
十
％
を
、
従

業
員
に
成
果
と
し
て
配
分
し
て
い
る
。
 

技
術
よ
り
や
る
気
 

従
業
員
の
や
る
気
を
引
き
出
す
 

〜
世
界
初
の
機
械
を
造
り
続
け
て
半
世
紀
〜
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物
事
は
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
見

て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
物

事
の
あ
る
一
面
だ
け
を
見
て
、
判
っ

た
よ
う
な
つ
も
り
で
い
て
も
、
後
で

そ
の
誤
り
に
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
が

間
々
あ
り
ま
す
。 

　
上
か
ら
下
ま
で
、
前
後
左
右
、
す

べ
て
の
方
向
か
ら
よ
く
見
て
考
え
判

断
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
は
、

正
に
そ
の
と
お
り
で
す
。 

　
と
こ
ろ
で
、
「
半
面
の
真
理
」
な

る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
と
、

先
ほ
ど
の
「
物
事
は
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
見
て
判
断
す
る
こ
と
」
と
い
う

言
葉
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
。 

   

　
普
通
、
「
半
面
の
心
理
」
と
言
え

ば
、
「
そ
れ
も
一
理
あ
る
」
と
い
っ

た
表
現
が
さ
れ
る
と
き
の
説
明
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
詩
人
レ
ニ
エ
の
「
半
面
の
真

理
」
の
な
か
に
こ
ん
な
表
現
が
あ
り

ま
す
。
「
男
は
も
は
や
自
分
の
気
に

入
ら
な
く
な
っ
た
点
を
や
っ
と
発
見

し
た
と
き
に
は
じ
め
て
、
自
分
の
好

き
な
女
に
満
足
す
る
も
の
だ
」
と
い

う
も
の
で
す
。 

　
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
す
ご

い
、
す
ば
ら
し
い
、
こ
の
女
性
の
た

め
な
ら
自
分
の
す
べ
て
を
さ
さ
げ
よ

う
、
と
思
っ
て
い
た
女
性
に
対
し
て
、

え
っ
、
こ
の
人
に
こ
ん
な
部
分
が
あ

っ
た
の
、
と
気
付
い
た
と
き
に
、
今

ま
で
見
え
な
か
っ
た
そ
の
女
性
の
影

の
部
分
が
意
識
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

や
っ
と
そ
の
女
性
と
対
等
の
、
い
や

こ
れ
な
ら
自
分
の
方
が
上
位
に
立
て

る
、
と
い
っ
た
感
じ
が
持
て
て
安
心

で
き
る
、
と
い
う
こ
と
だ
と
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
微
妙
な
言
い
回
し
で
す
が
、
要
は
、

そ
の
女
性
に
対
し
て
気
に
入
ら
な
い

点
を
見
付
け
た
と
き
に
、
や
っ
と
そ

の
女
性
の
全
体
像
が
分
か
り
、
は
じ

め
て
そ
の
女
性
と
の
関
係
が
対
等
か
、

あ
る
い
は
自
分
の
方
が
上
に
位
置
す

る
よ
う
な
気
に
な
り
、
女
性
と
の
接

し
方
に
余
裕
が
で
き
、
そ
ん
な
自
分

に
満
足
す
る
、
と
で
も
言
え
る
で
し

ょ
う
か
。 

   

　
物
事
は
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
見
て

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
意

見
に
対
し
て
も
ち
ろ
ん
異
を
唱
え
る

つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
状

況
に
よ
っ
て
は
、
す
べ
て
の
方
向
か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
そ
こ
で
、
レ
ニ
エ
の
先
ほ
ど
の
表

現
で
す
。
「
気
に
入
ら
な
く
な
っ
た

点
」
の
発
見
で
、
今
ま
で
見
え
な
か

っ
た
い
わ
ば
裏
の
面
ま
で
意
識
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
こ
の
「
気
に
入
ら
な
く
な
っ

た
点
」
な
る
も
の
は
、
正
に
、
表
の

面
と
裏
の
面
を
結
ぶ
「
第
三
の
面
」

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

　
で
、
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
で

す
。
そ
れ
は
、
こ
の
点
に
気
付
い
た

と
き
に
影
の
部
分
が
意
識
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
の

点
は
、
見
え
な
か
っ
た
裏
の
面
を
考

え
さ
せ
て
く
れ
る
面
で
も
あ
っ
た
、

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。 

　
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
気
に

入
ら
な
く
な
っ
た
点
」
な
る
「
第
三

の
面
」
は
、
見
え
て
い
る
表
の
面
と

見
え
て
い
な
い
裏
の
面
を
結
ぶ
任
務

を
負
っ
た
面
で
あ
る
、
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
見
え
な
い
面
を
考
え
さ
せ

る
た
め
の
面
で
も
あ
る
、
と
言
え
る

気
が
し
ま
す
。 

　
レ
ニ
エ
の
表
現
か
ら
推
測
す
る
と
、

こ
の
「
第
三
の
面
」
の
持
つ
意
味
を

理
解
す
れ
ば
、
物
事
を
す
べ
て
の
方

向
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

の
と
き
で
も
、
こ
の
面
を
通
し
て
全

体
を
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
言

え
そ
う
で
す
。 

　
物
に
は
表
の
面
が
あ
れ
ば
裏
の
面

も
あ
り
ま
す
。
物
事
を
円
滑
に
処
理

す
る
の
に
建
前
と
本
音
の
あ
る
の
も

事
実
で
す
。
そ
し
て
そ
の
両
者
を
結

ぶ
「
第
三
の
面
」
も
存
在
し
ま
す
。

し
か
し
こ
の
「
第
三
の
面
」
は
、
単

に
両
者
を
結
ぶ
だ
け
で
な
く
、
両
者

の
存
在
に
思
い
至
ら
せ
考
え
さ
せ
て

く
れ
る
面
で
も
あ
る
こ
と
を
、
し
っ

か
り
認
識
し
た
い
も
の
で
す
。 

Take FiveTake Five

宮下 裕行 
（みやしたひろゆき） 

（その3） 

【著者略歴】愛知県名古屋市出身。中
央大学法学部卒業後、東京国税局調

査部、国税広報室広報係長、資料調査課主査、同国際調査専門官、同
総括主査、保土ヶ谷税務署副署長、特別国税調査官等を経て、現在、
税理士。東京地方税理士会税法研究所研究員（法人税担当） 
【主要著作】「新時代の法人税調査の着眼点」、「最新法人税調査の
傾向と対策」、「その時どうする実務家のための法人税」（いずれも（財）
大蔵財務協会）「国税速報」、「週刊税のしるべ」（いずれも（財）大
蔵財務協会）、「月刊税理」、「旬刊速報税理」（いずれもぎょうせい）
等にも執筆 

半
面
の
真
理
 

半
面
の
真
理
 

考
え
る
た
め
の
面
 

考
え
る
た
め
の
面
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有限会社ふじおか 
■　場　　所：大田区南蒲田3－10－2 
■　電　　話：03－3742－2933 
■　営業時間：8：00～18：00 
■　定 休 日：第1土曜日・日曜日・祭日 

糀谷駅 環 状 八 号 線  

←京急蒲田 

羽田空港→ 

●
糀
谷
病
院
 

←蒲田 

羽田→ 

ココ 

●ローソン 

交番 

〒大田南郵便局 

　
日
の
出
銀
座
商
店
街
の
中
ほ
ど
に
「
有
限
会
社
ふ
じ
お
か
」

が
あ
る
。
創
業
者
の
渡
邊
二
郎
氏
は
、
南
蒲
3
支
部
で
永
年

役
員
を
さ
れ
、
真
面
目
・
温
厚
な
人
柄
。
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ッ

プ
も
軽
や
か
に
踏
む
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
紳
士
だ
。
 

　
昭
和
二
十
九
年
に
硝
子
店
を
開
店
。
い
ま
は
、
ご
長
男
の

敬
三
さ
ん
が
継
い
で
い
る
。
 

　
伺
っ
た
当
日
は
、
上
大
岡
の
と
あ
る
バ
ー
の
工
事
に
行
っ

た
帰
り
と
の
こ
と
。
昔
の
不
均
質
で
向
こ
う
が
ゆ
ら
い
で
見

え
る
“ゆ
ら
り
ガ
ラ
ス
″
（
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
装
飾
ガ
ラ
ス
と

も
言
う
）
を
窓
に
填
め
る
の
に
厚
め
の
ガ
ラ
ス
を
外
側
に
貼

っ
て
補
強
し
た
の
だ
と
。
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
そ
の
バ
ー
を
覗

き
た
く
な
っ
た
。
ダ
ン
デ
ィ
な
敬
三
さ
ん
が
グ
ラ
ス
を
傾
け

る
お
姿
も
似
合
う
と
思
っ
た
…
。
 

　
最
近
の
ヒ
ッ
ト
ガ
ラ
ス
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、
住
宅
版

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
対
象
（
現
在
は
終
了
）
の
「
断
熱
ガ
ラ
ス
」
。

省
エ
ネ
効
果
は
抜
群
だ
。
ペ
ア
ガ
ラ
ス
も
含
め
、
種
類
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
ら
し
い
。
た
だ
し
、
価
格
は
少
々
高
め
だ
。
そ

の
他
、
割
れ
な
い
！
落
ち
な
い
！
防
犯
・
防
災
ガ
ラ
ス
。
ガ

ラ
ス
の
中
に
フ
ィ
ル
ム
が
入
っ
て
い
る
。
 

　
こ
れ
か
ら
は
、
こ
ん
な
個
性
派
ガ
ラ
ス
が
主
流
と
な
る
の

だ
ろ
う
。
建
材
関
係
で
は
、
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
を
含
め
て
、
門

扉
や
、
鍵
の
工
事
の
他
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ガ
ラ
ス
・
サ
ッ
シ

工
事
一
式
な
ど
、
大
規
模
な
工
事
も
請
け
負
っ
て
い
る
。
 

　
個
人
住
宅
で
も
、
や
さ
し
く
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
け
そ

う
な
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ

せ
に
な
っ
た
ら
、

い
か
が
で
し
ょ

ぅ
。
（
自
宅
の
ベ

ラ
ン
ダ
の
ガ
ラ
ス

を
割
っ
た
時
、
会

社
の
ド
ア
の
ガ
ラ

ス
を
割
っ
た
時
、

迅
速
に
対
応
し
て

い
た
だ
き
、
助
か

り
ま
し
た
。
）
 

〈
千
阪
　愛
　記
〉
 

ガラス・カガミ　アルミサッシ・エクステリア 

日
の
出
銀
座
商
店
街
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【お問い合わせ先】 
主税局総務部総務課相談広報係　電話03（5388）2924

－都税についてのお知らせ－ 

　不正軽油とは、軽油に脱税を目的として重油等を混ぜ、
軽油と偽り販売しているものです。こうした不正軽油は、
ディーゼル車の排出ガス中の有害物質を増加させ、環
境にも悪い影響を与えます。 
　東京都では、不正軽油の調査の手がかりを探してい
ます。不正軽油に関する情報がありましたら、不正軽
油110番までご連絡ください。 
　さらに、強化月間キャンペーンの一環として、これ
までのＰＲポスターや不正軽油撲滅作戦等のパネル展
を開催します。ぜひ、お立ち寄りください。 

①平成21年6月4日から平成24年3月31日までの間
に新築された住宅であること 
②「長期優良住宅の普及の促進に関する法律」第10
条第2号に規定する認定長期優良住宅であること 
③居住部分の床面積の割合が当該家屋の2分の1以上
であること 
④１戸あたりの床面積が50㎡以上280㎡以下である
こと（ただし、貸家の用に供する一戸建て以外の
住宅については、40㎡以上280㎡以下） 

詳しくは、東京都主税局課税部課税指導課 
（03-5388-2957）までお問い合わせください。 

　
昨
年
の
九
月
下
旬
に
孫
よ
り
カ
ブ
ト

虫
の
幼
虫
を
九
匹
預
か
っ
た
。
 

　
な
に
ぶ
ん
初
め
て
の
た
め
ど
う
す
る

か
迷
い
、
近
所
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の

ペ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
へ
聞
き
に
行
っ
て
み

た
。
 

　
係
員
い
わ
く
「
各
一
匹
ず
つ
分
け
、

直
接
手
を
触
れ
な
い
様
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

　
早
速
昆
虫
マ
ッ
ト
（
広
葉
落
葉
樹
を

粉
砕
、
発
酵
さ
せ
た
も
の
）
、
飼
育
ボ

ト
ル
（
高
さ
一
七
〇
セ
ン
チ
、
径
六
〇

セ
ン
チ
）
等
を
購
入
。
 

　
マ
ッ
ト
を
袋
か
ら
出
し
適
当
に
水
を

入
れ
て
掻
き
混
ぜ
る
。
そ
し
て
マ
ッ
ト

を
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
底
の
部
分
を
固
く

敷
き
詰
め
て
幼
虫
を
入
れ
、
ま
た
マ
ッ

ト
を
八
分
目
位
ま
で
入
れ
て
完
了
。
 

　
二
十
日
間
位
の
間
隔
を
お
い
て
、
ボ

ト
ル
か
ら
マ
ッ
ト
、
幼
虫
を
取
り
出
し

解
い
で
振
っ
て
、
下
に
落
ち
た
マ
ッ
ト

に
新
し
い
マ
ッ
ト
を
足
し
、
水
分
を
含

ま
せ
て
同
じ
様
に
ボ
ト
ル
に
戻
す
こ
と

を
十
三
回
か
ら
十
四
回
繰
り
返
し
た
と

思
い
ま
す
。
 

　
今
年
の
五
月
中
旬
に
な
る
と
、
幼
虫

は
マ
ッ
ト
に
蛹
室
（
よ
う
し
つ
）
と
呼

ば
れ
る
空
洞
を
作
り
、
中
で
さ
な
ぎ
に

な
る
。
白
い
幼
虫
は
だ
ん
だ
ん
茶
色
に

変
色
し
、
胴
、
足
と
形
成
さ
れ
る
様
子

が
ボ
ト
ル
の
外
側
よ
り
観
察
出
来
、
生

物
の
神
秘
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

　
そ
れ
か
ら
一
週
間
位
で
ボ
ト
ル
の
上

部
に
待
望
の
カ
ブ
ト
虫
が
は
い
だ
し
て

い
た
。
ち
な
み
に
そ
の
間
十
ケ
月
。
幼

虫
は
オ
ス
は
大
き
く
メ
ス
は
小
さ
く
、

成
虫
に
な
る
の
も
オ
ス
は
メ
ス
よ
り
約

二
週
間
位
早
い
。
 

　
成
虫
に
育
て
る
ま
で
の
十
ケ
月
は
た

い
へ
ん
で
し
た
が
、
孫
の
喜
ぶ
顔
は
最

高
。
 

〈
T
・
F
〉
 

FAX　03－5388－1309 
Eメール　S0000106@section.metro.tokyo.jp

不正軽油撲滅ＰＲパネル展 
　●会場／都庁第一本庁舎１階中央 
　●期間／10月3日（月）～7日（金） 

不正軽油110番 
0120－231－793 

24時間受付（フリーダイヤル） 

ふ せ い  な く そ う  

東京都　主税局 検索 東京都主税局 
ホームページ 

減額の対象となる住宅 

新たに固定資産税が課税される年度か
ら5年度分（3階建以上の耐火・準耐
火建築物については7年度分）  
当該住宅の固定資産税額（1戸あたり
床面積120㎡相当分までを限度）の2
分の1を減額 

減額される期間・税額 

減額される 
期　間 

減額される 
税　額 

　減額を受けるには、住宅が新築された年の翌年（1月
1日新築の場合はその年）の1月31日までに、減額の
申告が必要です。詳しくは当該住宅が所在する区にあ

る都税事務所にお問い合わせください。 
　なお、23区外の住宅については、当
該住宅が所在する市町村へお問い合わ
せください。 



業務用中華　・手作り風中華万頭・ 
餃子・春捲・シュウマイ・ワンタン 
の皮及び春捲 製造販売.卸.

本　　社 東京都大田区西蒲田６丁目29－2 
〒144-0051 T E L  03－3735－1561㈹ 
 F A X  03－3730－0599 
埼玉支社 埼玉県吉川市八子新田972 
瑞穂工場 東京都西多摩郡瑞穂町長岡3－1－34

代表取締役　菅野善男 
株式会社 

法人会 法人会 

お 願 い  

会社名、代表者・住所・電話番号等の変

更がございましたら蒲田法人会事務局ま

でご連絡をお願い致します。 

電話 3734－7300

（社）蒲田法人会事務局までご連絡ください。 お申込み、お問い合わせは 
TEL. 3734－7300 
【担当】　久留宮・田久保 

郵便局の簡易保険を法人会の団体扱いにすれば保険料が割引になります。 

保険料のお支払いは口座引き落としのため手間がかかりません。 

法人会員ならではの団体割引のメリットをご案内いたします。 

ぜひ、皆様のご利用をお待ちしております。 

よろしくね！ 

1.　蒲田法人会会員であること 

2.　保険契約者名が代表取締役または取締役であること 
　  ※監査役は含まれません、履歴事項全部証明書の提出が必要です 

3.　保険契約が平成19年9月30日以前になされたもの 

対
象
と
な
る
契
約
 

郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 

お手持ちの簡易保険の証券をご確認ください 

郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 



（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
） 

　
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
　 

月
刊
法
人
か
ま
た
　
10
月
号（
通
巻
4
3
3
号
）平
成
23
年
10
月
1
日
発
行（
毎
月
1
回
1
日
発
行
） 


